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1．はじめに  

平成13年度、生涯学習・社会教育に関する調査  

研究として青森県在住の成人を対象にアンケートに  

よる家庭教育に関する意識調査が青森県総合社会教  

育センターによって行われた［1］。   

本稿では、配置問題の応用として家庭教育に関す  

る意識調査を考える。まず、家庭教育に関するアン  

ケート結果に数量化Ⅲ類を適用することによって「乳  

幼児の時期の子どもにとって必要な教育項目」およ  

び「乳幼児の時期の子どもをもつ親にとって必要な  

学習項目」に対する県民の意識構造を探る。次に、数  

量化Ⅲ類の分析結果に対して直角ノルムを用いた配  

置問題を適用することによって県民が要求する学習  

内容になるべく近いような学習内容として学習提供  

機関がどのような学習内容を提供するべきかをより  

具体的に提案することを試みる。   

まず、行われたアンケートについて分析に用いた  

部分の説明を与える。問や回答項目の番号は原アン  

ケートの番号である。   

アンケートの質問項目   

間8 家庭において、お子さんが乳幼児の時期に、  

もっとも重要だと思われる教育項目は何ですか。次  

2．数量化Ⅱ類による分析結果   

本節では、アンケート結果に対して数量化Ⅲ類を  

適用した分析結果を与える。アンケートで得られた  

カテゴリ・データに対して数量化Ⅲ類を適用した結  

果を図ト4に示す。図4より問9に関する個体の要  

求する学習内容はいくつかのグループを形成してい  

るように見えるのでクラスター分析（直角ノルムを  

用いた群平均法）を行った結果を図5に示す。  

3．配置問題  

本節では、数量化Ⅲ類の結果に対して更に詳しい  

分析を行うために配置問題について説明を与える。   

脱nにおいて需要点が与えられたとき、新たに単  

一の施設を配置する位置を決める問題は単一施設配  

置問題とよばれる。この問題は通常、施設と需要点  

の間の距離の関数の最小化問題として定式化される。  

需要点di∈Rn，i＝1，2，…，mとRn上定義され  

た直角ノルム＝川1が与えられていると仮定する。諾  

∈Rnを配置する施設の位置を表す変数とし、β≡  

（dl，d2，…，dm）とするpここでは多目的配置問題  

とminisum型配置問題を考える。多目的配置問題は  
次のように定式化される。  

（P）盃照一dl‖1腑－d2＝h…冊－dm肘  

（P）は有効解を求める問題である。点諾。∈Rnが  

（P）の有効解であるとはすべてのi∈（1，2，‥・，m）  

に対してIl正一dittl≦l一正0－dil暮1かつあるJ∈（1，  

2，…，m）に対してl】ェ一句‖1＜＝和一¢‖1となる  

ような諾∈政和が存在しないときをいう。また、（P）  

のすべての有効解の集合をβ（β）とする。R2およ  

びR3における（P）のすべての有効解の集合はそれ  

ぞれ【2］および［4】で与えられたアルゴリズムを用  

いて求めることができる。また、血nisum型配置問  
題は次のように定式化される。   

m  

（P入）  洩∑入府－d川1 i 
＝1  

ここで入iは各df，言∈（1，2，…，m）に付随する正  

の中から最大3つまで選び番号を記入してくださ  

い。  

1基本的生活習慣  2生活体験  

3自然体験  7豊かな情換   

問9 子どもを育てるうえで、親にとって特に大切 

だと思う学習は何ですか。お子さんが乳幼児の  

時期の親にとって必要な学習項目 を次の中から  

最大3つまで選んで番号を記入してください。  

1基本的生活習慣の定着  

2子どもの自立心の育て方  

3子どもとのコミュニケーションのとり方  

4親としての生き方  

8子どもの発達段階  

11自然体験を充実させる方法  
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の重みである0入≡（入1，入2，・‥，入m）とし、（P入）の  

すべての最適解の集合を∫入（β）で定義する。（P入）  

のすべての最適解の集合は［3］で与えられたアルゴ  

リズムを用いて求めることができる。また   

且（β）＝（諾■∈脱n‥茸＊∈∫入（β）brsome入＞0）  

となることが知られている［5］。  

4．配置問題による分析結果   

本節では、数量化Ⅲ類の結果に対して直角ノルム  

を用いた多目的配置問題およびminisum型配置問題  

を適用した分析結果を与える。各個体の要求になる  

べく近いような学習内容を提案することが望ましい  

と考え、個体空間において直角ノルムを用いた多目  

的配置問題およびminisum型配置問題を適用した結  

果を図6－11に示す。  

図6 β（β）（間8）  図7 ∫入（β）（間8）  

図8 β（β）（間9G）図9 5入岬）（間9G）   

小   1心  

▲  ゝ  

●  

図1個体分布（間8）  図2 カテゴリ分布（間8）  図10 月（か）（間9∬） 図115入（β）（間9〟）   

尚、詳しい 考察については当日述べる。  
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図3 個体分布（間9）  図4 カテゴリ分布（間9）  

図5 クラスター（間9）  
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